
【はじめに】当院では COVID-19関連検査として迅速検
査(Rp)と PCRを実施していたが､2022年 2月に新たに抗
原定量検査(Ag)を導入した｡Agの導入に伴い当院での
COVID-19の運用も変更された｡今回 COVID-19運用内容
と集計結果について報告する｡

【方法】Rpと PCRは 2021年 4月から 2022年 3月まで
の 1年間を対象に月別と年齢別で検査数の集計を行った｡
Agは 2022年 2月から 3月までの 2ヶ月を対象に検査数
と導入後の他検査の推移について集計した｡また､同日に

複数の COVID-19関連検査を実施した患者で PCRの判定
と結果が乖離した症例の検討を行った｡

【結果】年間総計数に対する Rpと PCRの月別最大検査
数は､Rp,53/378件(14.0%,2021年 8月)､PCR,161/715件
(22.5%,2022年 1月)であった｡年齢別の検査数は 10歳未
満が Rp,80/378件(21.2%)､PCR,129/715件(18.0%)を占め、
次いで 80歳代が Rp,77/378件(20.4%)､PCR,101/715件
(14.1%)を占めた｡Agの検査数は 938件(2ヶ月間)あり､
Ag導入後 Rpの検査数は月平均 36.5件(2021年 4月から

2022年 2月まで)から月平均 6.5件(2022年 2月から 3月
まで)と減少したが､年齢別検査数は 10歳未満で導入前が
月平均 7件で導入後も月平均 5件と著変は見られなかっ
た｡また､同日に PCRと Rpを実施した 321件中､結果が
乖離した 5件は Rp(-)PCR(+):3件､Rp(+)PCR(-):2件であり､
同様に PCRと Agを実施した 44件中､結果が乖離した
2件は Ag(-)PCR(+)と Ag(+)PCR(-)であった｡
【考察】検査数は県内の感染状況に伴い推移し､重症化

リスクのある小児や高齢の患者に多いと考えられる｡

Ag導入後の Rpの件数は減少しているが､10歳未満に対
する検査数はあまり変動がなかった｡これは Rpで用いる
抽出液は小児の発熱の原因となる RSウイルス等の迅速
検査にも使用でき､同時に依頼される件数が多かったた

めと考えられる｡PCRと Agの結果の乖離については再検
対象設定値の検討を含め､解析を行う予定である｡
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